






































































実  。鹸 方 法
 シロネズミの腹腔内にSo狙1加工por1七〇barbi七a]・を注入麻酔し,脳定位固定装置に固定,
 1甘1月厳のnucj.eu3ve}1tr[ユユi3ant∈〕]『ior或1まanterio/「PG⊥eofthe11梶。一
 ・しeusre'硫cuUr土3に刺む孜電極を挿入する。刺激電極は直径250μ,coエ1cen七ric
 ¢)もので,電極間距離は約O.5観,S七島釦肩、e3δ6teelL、～・ゴ・re使用,この電極よウ刺激
 強度1.5～2.6V,0,5m3(lc.の矩1形波を0.5')20e・P』S、の頻度を変えて与え,前頭
 部の皮質記鎌電極よウペン憩脳波計を通し記録した。脳温は皮質表面より2班躍)譲さに挿入した
 綱一コンスタンタン熱電対により測定した。次に動物は脳定位固定装置につけたまx頭部を除い
 て氷水に浸し,脳温が18℃に迄下降した後,温水に依り経験に加温した。冷却速変に脳温1℃
 下降するのに約5分を安し,復温は脳温と約10℃の差を持つ温水で加線した。全実験終了后に
 脳の刺激ケ所を組織学的に同定を行った。
 実験結果並に考按
 工)Rec「uitingReSPO1/8e(R、R.):Krie9の地図に従って,nue⊥eu3ve-
 n'し二ra■i8anteriorを狙って刺激電極を挿入し,6C.P.S.tgVの試験刺激を与
 えると,表面より5π腸の深さ(1/ucleUG%n七ra■isr・nteriorに相当する位置)て
}
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 最も著明なR.R.が得られ,その出現分布範囲は,猿,猫のそれが比較的制限された範囲にあ
 るのに比し,前頭部,頭頂部,側頭部と広範囲に誘発される事が分つた。刺激電圧が強すぎると
 R.R.に特異的なWaxi且9&Waningは明らかでなく,最:初のWa,xingに続き一定の
 振幅をもつ反応が現れる,然し刺激電圧を下げると特長的なR.R.が誘発され,この振幅は第
 四番目のものまで次第に増大し,最大に達した後は漸次減少する。陰極線オツシロスコープでそ
 の波形を観察すると小さな陽性波と大きな陰性波から成っている。しかもこの陰性波は二つの成
 分から成ってる様で,一つは早期に現れる遅い成分,他の一つは前者に続く速い成分で,後者は
 低温の影響を受け易い事が分つた。これは速い成分の誘発されるのには,細胞で高率の代謝を必
 要とし,それが低温で障碍される為と考えられる。更にこの事は後述するal七erna切onに
 も関係してると推察される。1)低体温と自発性脳波:低塵最下のネズミの自発性脳波の観察
 は,TellGate,Hors七en&KoopmanやBa“i純a等によりなされ,脳皮の振幅
 は体温の下降と共に次第に減少,徐波となり18～16℃で消失する丁昇が報告されるが,著者の
 実験でも略・同一の結果を見,脳温19～窪8』'Cで脳波の平坦.化を観第ミした。唯然し,前述の麻酔
 方法で,低体温にした場合,脳温29～25℃附近で所謂b&「b1七u「a七esPm-
 dユelて似た高振幅のSpirld1りbRr3tの出現を観察出来た。この事は成犬についても同様の
 結果を観察出来てるが,29～25℃の温度域は,R.R.の振幅が正常脳温時の120～150
 %の増大を示す温度域に略一致,叉振動数も近似してる事から,次の二つの事が考えられる。第
 一1まR.R.とspind!eb域r6七の電気的成因に何か共通性がある.,第二二に大脳1よ低温時γ⊂
 は1E安竜自勺1てhアPerr∈〕sponsi▽er/0畠3の相を示一す'と云i)Jl乎である。斑)Recrui!iin-
 9Re3ponse(R.R.)と低体温二本実験で各脳温に於ける刺淫女至適頻1斐が決定された。ここ
 て至適頻度と云うのは,振幅が連続的に増加し,最大に達し,そして一定して減少する反応の型
 を"典型的臨.と呼び,その奥勤貿.瓦の振幅畷大を尉肋縄文頻度を以って至適
 頻度と定義する。脳温57℃の時には1臼～12じ・P・SがR.R.を誘発するのに最も適し,
 50℃附近では8～6G.P.s,24uCでは5G・P・s.と云う様1/〔各脳温時1ては夫々刺激
 の至適頻度が存在することを見出した。脳温の低下につれて,そ'の刺激至適頻度は減少するが,
 至適頻度の対数と脳湿との間には直線性が見出される。従ってこれにはArrhenエusの法則が
 当てはまると,思われるので,七emPera七urecharac'しeris七icμを計算し7500ca■
 の値を得た。Hoa9■at/dは人聞の脳波より同じくμを計算8000一」16eoOca1の値を得て居る,
 次に低温時に至適頻度より少し多い頻度で刺激した時にはaユ七erna七ionの現象が見られ
 る。即ち前述した陰性波の速い成分が一つ毎に脱落を示すのである。a■'にern麟ionの機構
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 は明らかでないが,至適頻度より多い項度て刺激された場合ヒこは,陰性波の遅い成分から,これ
 1∠⊂続く速い成分への伝達が,recruitingG57stemのどこかで阻止されるために起るので
 あって,ある休止期間を拾いて回復するのでa工七erし〕a七iOuの現象が現れると解釈したい。
結
 …語
 低体温に於けるR.R.の態度を観察し,次D結果を得た。1)シロネズミ匠)nuc上eusv-
 e[土柱atisan'しerio1引を刺激して,大脳皮質表面の広範囲,特に前頭部よりR.R、を記
 録出来た。2)自発性脳波は振幅,振動数共レて減少し19～18。Cで平坦化する,グ,29～25。
 C附近に高振幅の3piad〕.obtirstの出現を観察した。5)各脳温に於ける夫々の刺激至適
 頻度を1央走出メ乏ノヒD4』)t〕erロPera七urecharacteri3七icμヵ∫7500calなるこ
 とを確かめ得た。5)至適頻度より多い硬度の刺激でalterna七⊥onの現れるのを観察し,
 その幾鶴・〔ついて考按を加えた。6)冷却峙観察した事を加経時にも可逆的鴎司r釜過を辿る事
 を催かめ得た。
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結
 果'の 要
 O日
 著者は低体温と大脳皮質誘発電位の関係をみんとして間脳のNUc拍Us▽9且腔aエi8
 anterエorに頻回刺激を一与え享大脳皮質前頭部よりRecuitingreSPon8句碑.R.)
 を記録し,これが低温時に如何なる態度を示すかをみ,更にそ激.より間脳一大脳皮質間の関連
 性を研究しているo
 R,R、は小さな陽性波と大きな陰性波から成り,更にその陰性波は2つの成分から成り,
 1つは早期に現れる遅い成分と他の育つは,これに続く速い成分そ,偲恩になるにつれてこの.
 速い成分が脱落して後述のAltGrna板onが出現して来ると思われる。
 自発性脳波は,1宙且になり脳温が19～18℃の時に平坦化するが,この間29～25℃で
 所謂barbi七ura七〇spind■eに似た高振幅の8pind16bar8'乞の出現を観察し得
 τセ。これは誘発電位の方からもいえるが,大脳は1慮盈1専には電気的に且yPerreSPonsi-
 eneSεの相を示すという事が云える。
 本実験でR,R,の刺激頻度を変えて,各脳温に於ける刺激至適頻度が決定された。この至
 適頻度というのは,振幅が連続的に増加し,最大に達し,あと押売して減少するパターンを
〃
 典型的反応と呼び,この典型的なR'R・の振幅の最大を示す時の刺激頻度を至適頻度と
〃
 定義ナるのてあるが,この頻度は低温になるにつれ.減少して来るが,この至適頻度の対数と脳
 潟との間には直線性がある事を見出した。これ.カ・らtemPeratur6Characteris七ic
 μを計算し7500caユハ値を得た。至適頻度より少し多い頻度:で刺激した峙にはAlte「一
 na硫onの現象が見らね'一るが,これは前述のR・Rの陰性波の遅い成分から,これに続く早
 い成分～り伝達がRecα“i・ng8ys七emのあるケ所で阻止されるので起1〕,ある休止期間
 を置いて回復するのてへ■七erna七ionが現われると解釈した。こ.うした結果は加温時にも
 可逆的に同一経過を辿る事を確め得セ。
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